
今月の掲載記事
えびの市の財政状況
CIVIC NEWS
まちのわだい
Face 人 えびの福祉作業所
うまかもん「コーンクリームシチュー」

Ebino city Public relations

「人」と「まち」をつなぐ

2015
MAY
vol.5835

広 　報

特集

豪雨・台風への
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種別 判断基準 とるべき行動

避難準備
情報

【洪水】
避難判断水位（レベ
ル3）

【土砂災害】
土砂災害が発生する
おそれが高まってい
る場合

・家族との連絡、非常持
出品の用意等の避難準
備をする。

・要援護者は、決めら
れた避難場所に避難す
る（家族などは、避難
支援協力員などととも
に、要援護者の避難を
サポート）。

避難勧告

【洪水】
はんらん危険水位

（レベル4）
【土砂災害】

土砂災害警戒情報が
発表された場合

・対象地区のすべての
住民は、決められた避
難所に避難する。

避難指示

【洪水】
はんらんの発生（レ
ベル5）

【土砂災害】
土砂災害警戒情報が
発表され、さらに土
砂災害が発生するお
それが高まった場合

・避難中の住民は、ただ
ちに避難を完了する。

・避難が間に合わない
場合は、生命を守る最
低限の緊急避難行動を
とる

・
沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

・
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す　

な
ど

【
が
け
崩
れ
】

・
が
け
か
ら
の
水
が
に
ご
る

・
が
け
に
ひ
び
が
入
る　

な
ど

早
め
の
「
自
主
避
難
」
を

　

災
害
時
の
避
難
情
報
は
３
段
階
に
分
か
れ

て
発
令
さ
れ
ま
す
。
避
難
す
る
た
め
の
準
備

を
促
す
「
避
難
準
備
情
報
」、
避
難
を
促
す

「
避
難
勧
告
」、
さ
ら
に
状
況
が
悪
化
し
、
避

難
す
べ
き
時
期
が
切
迫
し
た
場
合
の
「
避
難

指
示
」
で
す
。
※
下
表
参
照

　

避
難
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
防
災
行
政
無
線
放
送
や
緊
急

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
集
中
豪
雨
や
台
風

に
よ
る
、
水
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
近
年
、
全
国
各
地
で
異

常
気
象
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
の
大
規
模
な

被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
8
月

の
集
中
豪
雨
で
は
、
広
島
市
北
部
な
ど
で
大

規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

　

風
水
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
大
雨
や
台

風
な
ど
気
象
の
変
化
に
日
ご
ろ
か
ら
関
心
を

持
ち
、
事
前
に
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
確

認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

大
雨
が
原
因
の
が
け
崩
れ
、
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
で
人
の

命
を
奪
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
砂
災
害
は

い
つ
、ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
（
都
道
府
県
と
気
象
庁

が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報
）
に
も
注
意

を
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
に
は
注
意

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
き
に
は
、
何
ら

か
の
前
兆
現
象
が
現
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
前
兆
現
象
に
気
づ
い
た
ら
、

周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
、
い
ち
早
く
安
全
な

場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

【
土
石
流
】

・
山
鳴
り
が
す
る

・
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水
位
が

下
が
る　

な
ど

【
地
す
べ
り
】

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

■避難情報

　集中豪雨や台風による洪水や土砂災害など
が発生しやすい時期となりました。えびの市
では、平成 18 年 7 月の集中豪雨による京町
地区の冠水が記憶に新しいかと思います。
　私たち河川管理者は、川内川の水害を防ぐ
ため、堤防等の施設整備を進めています。施
設は適切に管理していますが、いつ集中豪雨
や記録的大雨による大規模な水害に見舞われ
るかわかりません。このような事態から身を
守るために、日ごろから防災情報を正しく理
解し、迅速な避難行動に結びつけることが重
要です。

日ごろから防災情報を理
解し、迅速な避難行動を

川内川河川事務所
京町出張所

所長  寺本 泰
やすゆき

之さん

速
報
メ
ー
ル
、
広
報
車
等
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
等
の
避
難

情
報
が
出
て
い
な
く
て
も
、
危
険
を
感
じ
た

場
合
は
自
主
避
難
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
災
行
政
無
線
放
送
の
内
容
は
、
電
話
で

再
度
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
容
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
な
ど
に
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
１
２
０
‐
23
‐
４
８
４
８

家
族
で
の
話
し
合
い
を

　

避
難
す
る
際
、
慌
て
ず
に
行
動
で
き
る
よ

う
、
普
段
か
ら
避
難
路
や
避
難
所
の
確
認
な

ど
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

平成 18 年 7 月の集中豪雨で冠水した東内竪地区

平成 18 年 7 月の集中豪雨ではんらんした川内川

豪雨・台風への備えを忘れずに

豪
雨
・
台
風
へ
の

備
え
を
忘
れ
ず
に

平成 18 年に発生した集中豪雨では、京町地区が冠水するなど、多くの被害を受けました
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台
風
な
ど
に
よ
る
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
が

引
き
起
こ
す
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
国
や
都
道
府
県
が
、
土
砂
災
害
防
止
の

た
め
の
砂
防
設
備
、
が
け
崩
れ
防
止
の
た
め

の
防
護
壁
、
川
の
は
ん
ら
ん
を
防
止
す
る
た

め
の
治
水
工
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ハ
ー
ド
施
設

で
の
対
策
を
行
っ
て
い
て
も
、
自
然
の
力
が

勝
れ
ば
、
災
害
は
発
生
し
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
市
や
消

防
署
な
ど
が
行
う
対
策
な
ど
の
「
公
助
」
だ

け
で
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「
自
助
」、

す
な
わ
ち
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お

く
、
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
す
る
な

地　区 避難場所 電話番号

飯野地区

飯野中学校体育館 33 ‐ 0021

飯野小学校体育館 33 ‐ 0008

旧大河平小学校体育館 33 ‐ 0970

高野畜産管理センター 33 ‐ 0872

えびの市民体育館 33 ‐ 5322

飯野駅前地区体育館 33 ‐ 5035

えびの市文化センター 35 ‐ 2268

飯野地区コミュニティセンター 33 ‐ 0030

高齢者交流プラザ 33 ‐ 0984

上江地区

上江中学校体育館 33 ‐ 0315

上江小学校体育館 33 ‐ 0133

上江地区体育館 33 ‐ 5799

地　区 避難場所 電話番号

加久藤地区

加久藤中学校体育館 35 ‐ 1353

加久藤小学校体育館 35 ‐ 1351

加久藤小学校尾八重野分校
体育館 35 ‐ 1995

加久藤地区体育館 35 ‐ 2290

えびの市国際交流センター 35 ‐ 3211

加久藤地区
コミュニティセンター

35 ‐ 1755

真幸地区

岡元小学校体育館 37 ‐ 2240

真幸地区体育館 37 ‐ 0004

旧真幸小学校西内竪分校

真幸地区コミュニティセンター 37 ‐ 3221

老人福祉センター 37 ‐ 1329

■風水害（豪雨）時の屋内避難所

【食料品など】飲料水、乾パン、レトルト食品、缶詰など
【医薬品など】救急医薬品、常備薬、マスク、紙おむつ、生理用品など
【貴重品】現金、預金通帳、印鑑、健康保険証、身分証明書など
【日用品】ナイフ、缶切り、鍋、水筒、懐中電灯、ラジオ、電池、マッ

チやライター、使い捨てのカイロ、ティッシュ、ごみ袋など

■非常用持出品（例）

■正確な情報を確認する

ど
、
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
の
防
災
行
動
を

起
こ
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
早
め
の
避
難

な
ど
の
防
災
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
時
間
を

追
っ
て
段
階
的
に
発
表
さ
れ
る
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
な
ど
の
避
難
情
報
は
、
無
線
放
送

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
や
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
の
最
新
の
気
象
情
報
、
災
害
情
報
、
避
難

情
報
を
有
効
に
活
用
し
、
早
め
の
防
災
行
動

を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

今
で
き
る
災
害
対
策
を

風水害（豪雨時）の屋内避難所と災害への備え

えびの市
基地・防災対策課
課長  川田 伸一

　近年、ゲリラ豪雨など予期せぬ自然現
象が頻発しています。豪雨などの自然災
害そのものは、コントロールすることが
できません。
　被害を最小限にするためにも、日ごろ
から各家庭での備えを十分に行いましょ
う。まずは、自分の身を守ることが大切
です。地域や近隣の人と、互いに協力し
合いながら防災活動に取り組みましょう。

災害への備えを万全
にし、被害を最小限に

　「非常持出品」は、災害発生時に持ち出すべきもの「第 1 次持出品」
と、災害復旧までの数日間（最低 3 日分）に必要な「第 2 次持出品」
に分類することができます。水道、電気、ガスなど全てのライフ
ラインが止まった場合を想定して自分にあった重さのものを準備
しましょう。

■災害に備え、非常持出品の準備を

豪雨・台風への備えを忘れずに

避難所等を確認し、豪雨・台風に備えましょう

市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎ 35 ‐ 1111（内線 316・318）

■問い合わせ先

　お持ちの携帯電話、パソコンから見たい時に、河川の状況を確
認することができます。

【携帯電話での確認】
川内川河川事務所防災情報（http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/
bousai/keitai/index.htm）

【パソコンでの確認】
川内川河川事務所防災情報（http://www.qsr.mlit.go.jp/sendai/
bousai/）

避難勧告や避難指示などの避難情報は、随時お知らせしています
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予算現額 収入済額 収入率
地方交付税 4,471,179,000 円 4,471,179,000 円 100.0％

市税 1,840,391,000 円 1,856,439,734 円 100.9％

国庫支出金 1,552,265,000 円 1,365,903,415 円 88.0％

県支出金 867,929,000 円 696,336,109 円 80.2%

市債 739,478,000 円 373,878,000 円 50.6％

繰越金 393,938,000 円 393,938,804 円 100.0％

諸収入 323,371,000 円 279,910,632 円 86.6%

その他 1,232,785,000 円 1,210,454,959 円 98.2％

合計 11,421,336,000 円 10,648,040,653 円 93.2％

◎一般会計歳入

用語説明

【地方交付税】地方公共団体が等しく行うべき事務を遂行で
きるよう、一定の基準により国を通じて交付されるお金

【市税】市民の皆さんに納めていただいた市民税や固定資産
税などの税金

【国庫支出金】国から市に支出される補助金や委託金など
【県支出金】県から市に支出される補助金や委託金など
【市債】市がさまざまな事業を行う時、長期に渡って借りる

お金
【繰越金】前年度から繰り越されたお金
【諸収入】市の預金利子や各種貸付金の元利収入
【その他】財産収入や使用料および手数料、寄附金、国から

の各種交付金など

地
方
交
付
税

市
税

国
庫
支
出
金

県
支
出
金

市
債

繰
越
金

諸
収
入

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

収
入
済
額

～

歳
入
（
収
入
）

　平成 27 年 3 月 31 日現在の市債残高（市が借り入れたお金
の残金）は、次のとおりです。
　なお、平成 26 年度の一時借入金（年度内の支払資金不足
を補うため一時的に借り入れるお金）はありません。

　平成 27 年 3 月 31 日現在の市民の負担は、次のとおりです。
　個人市民税の収入済額は、4 億 9,602 万 3,247 円で、これ
を市民一人あたり（平成 27 年 3 月 31 日現在住民基本台帳
人口 20,752 人）にすると、約 2 万 3,902 円となります。
　一世帯あたり（平成 27 年 3 月 31 日現在住民基本台帳世
帯数 9,940 世帯）では、約 4 万 9,901 円となります。

市民一人あたり

23,902 円

■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35-1111（内線 381・382）

◎一般会計歳出
予算現額 支出済額 支出率

民生費 3,999,285,000 円 3,522,413,485 円 88.1％

総務費 1,904,745,788 円 1,582,153,614 円 83.1％

衛生費 1,158,919,000 円 995,279,027 円 85.9％

公債費 801,804,000 円 801,802,930 円 100.0％

教育費 842,980,000 円 732,501,988 円 86.9％

農林水産業費 873,152,521 円 727,578,653 円 83.3%

土木費 745,086,000 円 593,636,955 円 79.7%

その他 1,095,363,691 円 914,137,968 円 83.5％

合計 11,421,336,000 円 9,869,504,620 円 86.4％

民
生
費

総
務
費

衛
生
費

農
林
水

産
業
費

衛
生
費

教
育
費

土
木
費

そ
の
他

５億

10 億

15 億

20 億

25 億

30 億

予
算
現
額

支
出
済
額

用語説明

【民生費】子どもや高齢者、体の不自由な方のために使われ
る経費

【総務費】行政運営のために使われる経費
【公債費】えびの市の借入金の返済のために使われる経費
【衛生費】ごみ、し尿の処理や、市民の皆さんの健康を守る

ために使われる経費
【農林水産業費】農業、畜産の振興のために使われる経費
【教育費】学校、公民館、体育施設などの整備や、教育の振

興のために使われる経費
【土木費】道路建設や公園の整備などに使われる経費
【その他】市議会の運営や、商工の振興、防災活動などに使

われる経費

◎特別会計の状況
会計名

歳入 歳出
予算額 収入済額 予算額 支出済額

国民健康保険特別 3,658,370,000 3,287,545,075 3,658,370,000 3,277,777,415

後期高齢者医療特別 631,986,000 629,200,494 631,986,000 626,754,728

介護保険特別 3,014,160,000 2,743,154,996 3,014,160,000 2,715,773,569

合計 7,304,516,000 6,659,900,565 7,304,516,000 6,620,305,712

◎市債残高と一時借入金の状況

区分 現在高

市
債

一般会計 6,928,250

水道事業会計 1,171,254

病院事業会計 23,220

一時借入金 0

【単位：千円】

【単位：円】

◎住民負担の状況

一世帯あたり

49,901 円

　

平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の

支
出
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
４
億
２
１
３
３
万
６
０
０
０

円
（
う
ち
平
成
25
年
度
か
ら
の

繰
越
額
４
５
５
６
万
４
０
０
０

円
）
に
対
し
て
、
支
出
済
額

98
億
６
９
５
０
万
４
６
２
０
円

で
、
執
行
率
86
・
4
％
で
す
。

　

支
出
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

民
生
費
の
35
億
２
２
４
１
万
３
４

８
５
円
で
、
次
に
総
務
費
の
15
億

８
２
１
５
万
３
６
１
４
円
、
衛
生

費
の
9
億
９
５
２
７
万
９
０
２
７

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
（
支
出
）

　
平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
の

収
入
の
状
況
は
、
予
算
総
額

１
１
4
億
２
１
３
３
万
6
０
０
０

円
（
う
ち
平
成
25
年
度
か
ら
の
繰

越
額
４
５
５
６
万
４
０
０
０
円
）

に
対
し
て
、
収
入
済
額
１
０
６
億

４
８
０
４
万
６
５
３
円
で
、
収
入

率
93
・
２
％
で
す
。

　

収
入
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
、

地
方
交
付
税
の
44
億
７
１
１
７
万

９
０
０
０
円
で
、
次
に
市
税
18
億

５
６
４
３
万
９
７
３
４
円
、
国
庫

支
出
金
の
13
億
６
５
９
０
万
３
４

１
５
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

え
び
の
市
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
毎
年
5
月
と
11
月
に
公
表
し
て
い
ま
す
。

税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金
な
ど
を
ど
れ
く
ら
い
収
入
し
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
、

平
成
27
年
3
月
31
日
現
在
の
予
算
の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

～
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CIVIC NEWS
市政ニュース

　

気
象
庁
は
、
5
月
1
日
、
え
び

の
高
原
の
硫
黄
山
周
辺
に
発
令
し

て
い
た
火
口
周
辺
警
報
（
火
口
周

辺
危
険
）
を
、
噴
火
予
報
（
平
常
）

に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

同
日
、
市
で
は
、
硫
黄
山
か
ら

半
径
約
1
㎞
の
範
囲
へ
の
立
入
禁

止
を
解
除
し
ま
し
た
。

○
入
山
規
制
解
除

　

え
び
の
高
原
か
ら
、
韓
国
岳
、

甑
岳
の
登
山
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。た
だ
し
、霧
島
山
（
新

燃
岳
）
の
登
山
規
制
は
、
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
県
道
の
通
行
規
制
解
除

　

小
林
方
面
か
ら
え
び
の
高
原
ま

で
の
宮
崎
県
道
1
号
（
小
林
え
び

の
高
原
牧
園
線
）
の
通
行
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
登
山
者
の
皆
さ
ん
へ

　

霧
島
山
は
、
現
在
も
活
動
が
続

い
て
い
る
活
火
山
で
す
。最
新
の

情
報
に
注
意
を
払
い
、
安
全
に
登

山
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
市
基
地
・
防
災
対
策
課
基
地
・

防
災
対
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
１
３
）韓国岳・甑岳の登山ができるようになりました

道
路
・
入
山
規
制
を
解
除

硫
黄
山
の
火
口
周
辺
警
報
が
噴
火
予
報
に

　

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
に
平
成

26
年
度
は
１
０
１
人
か
ら
合
計
４
５
２
万
９

０
０
０
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
は
、「
え
び
の
市
心
の

ふ
る
さ
と
基
金
」
に
積
み
立
て
（
平
成
26
年

度
末
で
１
７
６
８
万
円
）、
寄
付
者
の
意
向

に
沿
っ
た
事
業
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
は
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
や
、
え
び
の
の
発
展
を
願

う
人
々
の
思
い
を
寄
付
金
を
通
じ
て
実
現
し
、

多
様
な
人
々
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
個
人
住
民
税
の
ふ

る
さ
と
納
税
に
係
る
特
例
控
除
額
の
上
限
が

拡
充
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
行
わ

な
い
給
与
所
得
者
（
寄
付
を
す
る
自
治
体
が

5
か
所
以
内
の
場
合
）
は
、
寄
付
先
の
自
治

体
に
控
除
特
例
申
請
を
要
請
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
現
在
、
市
の
魅
力
を
発
信
で
き

る
特
産
品
を
増
や
す
よ
う
に
準
備
中
で
す
。

　

寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

問
市
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）

平成 26 年度事業別寄付件数と金額

特産品進呈リスト

平成 26 年度寄付金の使い道（基金からの繰り入れ）

平成 26 年度寄付者一覧（敬称略・日付順）

※了解を得た人のみ掲載。「＊＊＊」は非公表。

事業の種類 件数 金額
地域福祉の充実などに
関する事業 21 件 365,000 円

自然環境の保全などに
関する事業 20 件 319,000 円

伝統文化の保存などに
関する事業 4 件 170,000 円

その他市長が必要と認
める事業 56 件 3,675,000 円

合計 101 件 4,529,000 円

A セット B セット C セット D セット

旬の野菜セット 玄米（1㎏）・乾燥まいたけ・
お茶 乾燥しいたけ・お茶 ウインナー・鶏炭火焼

E セット F セット G セット H セット

えびのよかもんセット 特撰明石（焼酎） えびの焼マグカップ まいたけつくだに・ひのひ
かり（1㎏）・玄米茶

事業の種類 事業名 金額
地域福祉の充実に関す
る事業

飯野駅前児童公園遊具購
入事業 524,000 円

自然環境の保全に関す
る事業

森林づくり活動支援事業 100,000 円
郷土の森整備事業 35,000 円

伝統文化の保存に関す
る事業

島内地下式横穴墓群周辺
整備事業 511,000 円

市長が必要と認める事
業

京町温泉マラソン大会実
行委員会補助事業 1,250,000 円

合計 2,420,000 円

氏名 住所 寄付金額 氏名 住所 寄付金額
飯渕 クミ子 三重県津市 10,000 吉村 真治 千葉県松戸市 50,000 
匿名 宮崎市 200,000 吉村 幸子 千葉県松戸市 50,000 
屋敷 良展 兵庫県伊丹市 ＊＊＊ 上野 康弘 岐阜県各務原市 20,000
匿名 堺市 30,000 上野 真恵子 岐阜県各務原市 10,000 
大井 万里子 愛知県瀬戸市 10,000 地村 修二 東京都多摩市 100,000 
矢場 浩子 川崎市 69,000 匿名 愛知県春日井市 ＊＊＊
大后 義雄 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 匿名 ＊＊＊＊＊＊ 10,000
永崎 秀一郎 横浜市 10,000 西井 龍一 宮崎市 150,000 
豊福 豊次 千葉県東金市 ＊＊＊ 丸田 俊治 京都府長岡京市 ＊＊＊
匿名 岐阜県各務原市 ＊＊＊ 匿名 ＊＊＊＊＊＊ 10,000
黒江 穂積 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 匿名 東京都渋谷区 10,000 
鈴木 恵美子 東京都品川区 ＊＊＊ 牛嶋 英揚 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊
松馬場 美保子 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 匿名 宮城県名取市 ＊＊＊
上野 芳伸 えびの市 5,000 匿名 日南市 ＊＊＊
入佐 強 堺市中区 ＊＊＊ 匿名 ＊＊＊＊＊＊ 10,000 
匿名 京都市下京区 10,000 奥野 義広 小林市 ＊＊＊
田北 秀男 大阪市淀川区 ＊＊＊ 奥野 千登里 小林市 ＊＊＊
海老原 幸治 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 奥野 吉雄 小林市 ＊＊＊
塩屋 晴比古 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 奥野 アキエ 小林市 ＊＊＊
落合 力 大阪府河内長野市 30,000 匿名 岡山県総社市 20,000
岩屋 憲一良 滋賀県栗東市 ＊＊＊ 田中 純男 東京都青梅市 100,000
塩屋 森任 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 浜田 俊郎 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊
匿名 滋賀県守山市 ＊＊＊ 信田 益宏 大阪府和泉市 ＊＊＊
谷口 和馬 ＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊ 西 賢一郎 横浜市港北区 30,000
竹畑 啓吉 千葉県成田市 ＊＊＊ 福元 義宏 大阪市淀川区 ＊＊＊

ふ
る
さ
と
へ
の
支
援
に
感
謝

え
び
の
市
心
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金
寄
付
状
況

昨年 6 月に道の駅で行われた人権啓発活動

相
談
く
だ
さ
い
人
権
の
こ
と

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
に
人
権

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活
動

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
役
所
内
に
特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

同
相
談
所
で
は
、
法
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
委
員
が
人

権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密

を
守
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
特
設
人
権
相
談
所

【
開
催
日
】
毎
月
第
1
水
曜
日

（
5
・
12
月
は
第
2
水
曜
日
）

【
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
3
時

【
場
所
】
市
役
所
本
庁
2
階
（
2

‐
1
会
議
室
）

※
相
談
は
、
事
前
予
約
も
可
能
で

す
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

市
総
務
課
人
権
啓
発
室
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
市
総
務
課
人
権
啓
発
室

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
３
５
０
）

1 万円以上寄付された人に、お礼として市の特産品を進呈しています。
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4
月
22
日
、
え
び
の
市
交
通
指

導
員
8
人
が
、
市
内
各
地
で
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
交
通
安
全
確

保
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
指
導
員
は
、
市
内
約
30
か
所

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　

交
通
指
導
員
会
長
の
福
満
義よ

し
ひ
で秀

さ
ん
は
、「
え
び
の
市
で
は
、
今

年
に
入
っ
て
か
ら
、
3
件
の
交
通

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
が
事
故
防
止
の
一
助
に

な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
26
日
、
市
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

で
「
カ
ー
フ
ェ
ス
タ
宮
崎
in
え
び
の
」

が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
約
１
５
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
旧
車
の
良
さ
を
多
く
の
人

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
同
実
行
委
員

会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

カーブミラー清掃ボランティア

地域の交通安全を確保

昭和の名車がえびのに集結
カーフェスタ宮崎inえびの

　

会
場
で
は
、
昭
和
の
名
車
約
１
０
０

台
の
展
示
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
市
か
ら
来
場
の
柏
木
良
太
さ

ん
は
、「
車
好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
来
年
も
あ
れ
ば
、
ま
た

来
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

5
月
4
日
、
末
永
地
区
で
「
田

の
神
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
末
永
地
区
で
は
、
五
穀
豊
穣

を
願
っ
て
毎
年
こ
の
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
つ
り
で
は
、
地
区
内
に
あ
る

田
の
神
さ
あ
の
1
年
間
の
汚
れ
を

落
と
し
、
白
や
赤
、
黒
の
ペ
ン
キ

で
化
粧
直
し
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
田
の
神
さ
あ
を
ト
ラ
ク
タ
ー

の
荷
台
に
乗
せ
、
地
区
内
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
地
域
の
人

は
、
田
の
神
さ
あ
を
囲
み
、
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

末永地区で「田の神まつり」

五穀豊穣を願い地区内を巡回

　

4
月
12
日
、
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
で
、
韓

国
岳
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
開
き
に
は
、
登
山
愛
好
家
や
関

係
者
ら
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

山
開
き
で
は
、
登
山
客
の
安
全

を
願
っ
て
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
に
は
、
白
鳥
温
泉

の
上
湯
と
下
湯
で
使
え
る
入
浴
無

料
券
な
ど
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
、
高
原
一
帯
は
風
が
強
く
気

温
が
低
か
っ
た
で
す
が
、
参
加
者

は
、
頂
上
目
指
し
、
元
気
に
出
発

し
て
い
ま
し
た
。

　

4
月
10
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
27
年
度
小
・
中
学
校
教

職
員
新
任
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
任
式
に
は
、
今
年
度
新
た
に

え
び
の
市
の
教
職
員
に
な
っ
た
21

人
（
校
長
4
人
、
教
頭
2
人
、
教

諭
12
人
、
養
護
教
諭
2
人
、
主
任

主
事
1
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
任
教
職
員
を
代
表
し
て
、
若

松
武
利
校
長
（
真
幸
小
）
は
「
え

び
の
市
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

教
育
委
員
会
が
掲
げ
る
5
つ
の
教

育
目
標
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

4
月
23
日
、
市
内
小
中
学
校
で
「
元

気
！
え
び
の
っ
子
ふ
る
さ
と
給
食
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
給
食
は
、
食
育
の
促
進
や
児
童

生
徒
に
口
蹄て

い

疫
の
記
憶
を
と
ど
め
て
ほ

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

韓国岳山開き

登山客の安全を願う
小・中学校教職員新任式

21人の先生がえびの市に

食で口蹄疫を振り返る
元気！えびのっ子ふるさと給食

　

給
食
に
は
、
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

や
え
び
の
産
牛
肉
を
使
っ
た
「
す
き
や

き
」
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
た
大
柿
蓮は

づ
き輝
さ
ん
（
飯

野
小
4
年
）
は
、「
農
家
の
人
や
作
っ

て
く
れ
た
人
に
感
謝
し
な
が
ら
食
べ
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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市
内
唯
一
の
障
が
い
者
就
労
施
設

　
「
作
業
所
で
の
活
動
を
つ
う
じ
て
、
多
く
の
人
に

知
的
障
が
い
者
の
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
す
の
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
え
び
の
福
祉

作
業
所
所
長
の
鬼
脇
千
代
子
さ
ん
で
す
。

　

同
作
業
所
は
、
知
的
障
が
い
者
が
社
会
人
と
し
て

働
く
こ
と
で
、
自
立
し
て
生
活
が
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
て
も
ら
お
う
と
、
知
的
障
が
い
者
を
持
つ
保
護

者
を
中
心
に
、
平
成
12
年
9
月
、
双
葉
保
育
所
跡
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。
え
び
の
市
内
で
は
、
唯
一
の
障

が
い
者
就
労
施
設
で
す
。

　

現
在
は
、
大
明
司
保
育
所
跡
に
移
設
し
、
14
人
の

利
用
者
が
通
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
、
職
員
と
一

緒
に
、
陶
器
の
製
作
や
野
菜
・
花
づ
く
り
な
ど
の
軽

作
業
、
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の
個
別
包
装
の
委
託
作
業
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
真
剣
な
表
情
で
取
り
組
む
利

用
者
の
皆
さ
ん
。「
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
得
意
な

仕
事
も
あ
れ
ば
、
苦
手
な
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
ど
ん

な
仕
事
も
い
や
な
顔
を
せ
ず
、
ま
じ
め
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
」と
鬼
脇
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

能
力
に
合
わ
せ
て
役
割
分
担

　

作
業
は
、
一
人
ひ
と
り
の
能
力
に
合
わ
せ
て
、
役

割
を
分
担
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。「
陶
器
を
ひ
と
つ

作
る
だ
け
で
も『
粘
土
を
こ
ね
る
』『
形
を
作
る
』『
色

を
付
け
る
』な
ど
た
く
さ
ん
の
作
業
が
あ
り
ま
す
。

役
割
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
考
慮
し
て
い
ま
す
」

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
協
調

性
が
生
ま
れ
ま
す
。「
知
的
障
が
い
者
に
は
、
閉
鎖

的
な
性
格
の
人
が
多
く
い
ま
す
。
協
調
性
を
養
う
こ

と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、
症
状
の
緩

和
に
つ
な
が
り
ま
す
。
は
じ
め
は
閉
鎖
的
だ
っ
た
利

用
者
も
、
今
で
は
打
ち
解
け
て
明
る
く
作
業
を
し
て

い
ま
す
」

　

協
調
性
を
養
う
た
め
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
で
和
太
鼓
の
演
奏
や
劇
の
発
表
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。「
配
役
な
ど
は
、
利
用
者
自
身
で
行
っ

Profile

おにわきちよこ／出水
地区／ 57 歳／趣味：園
芸

特定非営利活動法人　えびの福祉作業所

て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習
を
自
主
的
に
行
う
な
ど
、

自
立
心
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

福
祉
作
業
所
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

　

作
業
所
で
作
っ
た
も
の
は
、
道
の
駅
え
び
の
や
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。「
作

業
所
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
物
品
等

の
販
売
を
つ
う
じ
て
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
見
か

け
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
」

　

作
業
所
を
設
立
し
た
当
初
と
比
べ
、
知
的
障
が
い

者
を
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
人
が
増
え
た
と
実
感
し

て
い
る
と
い
う
鬼
脇
さ
ん
。「
作
業
所
で
の
活
動
を

と
お
し
て
、
利
用
者
が
市
民
に
声
を
か
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
「
そ
の
一
方
で
、
え
び
の
市
内
に
は
、
ま
だ
、
悩

ん
だ
り
苦
し
ん
で
い
る
知
的
障
が
い
者
や
そ
の
保
護

者
が
多
く
い
ま
す
。
家
に
閉
じ
こ
も
っ
た
ま
ま
で
は
、

何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
福
祉
作
業
所
で
の
活
動
を
と

お
し
て
、
明
る
い
生
活
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

え
び
の
福
祉
作
業
所
で
は
、
利
用
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
え
び
の
福
祉
作
業
所（
☎
33

‐
2
2
4
5
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

活動の場を広げ
親しまれる作業所に

ストッキングの検査・折りたたみ・個別包装を行っています
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施設を体験する親子

今
月
は
、
曽
於
市
に
あ
る
フ
ォ
レ

ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
は
、「
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、

九
州
に
２
か
所
（
福
岡
県
糸
島
市

と
曽
於
市
）
し
か
な
い
森
林
冒
険

施
設
で
す
。

　

自
然
の
樹
木
や
地
形
を
そ
の
ま

ま
生
か
し
、
冒
険
の
場
所
に
か
え

て
し
ま
う
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
。
木

の
上
に
作
ら
れ
た
足
場
ま
で
登
り
、

ロ
ー
プ
や
滑
車
を
使
っ
て
さ
ら
に

別
の
木
に
移
動
で
き
ま
す
。大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
夢
中
に
な
れ
る
自

然
共
生
型
ア
ウ
ト
ド
ア
パ
ー
ク
で

す
。

　

施
設
に
は
、35
の
ア
イ
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。「
登
る
・
渡
る
・
滑
る
」
を

基
本
に
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
利

用
可
能
で
す
。コ
ー
ス
は
、
低
難
易

度
の
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
コ
ー
ス
で
、

家
族
一
緒
に
楽
し
め
ま
す
。

　

建
築
に
は
、本
場
フ
ラ
ン
ス
の
設

計
者
が
携
わ
り
、
欧
州
の
高
い
安

全
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
最

大
の
特
徴
は
、「
自
分
の
身
の
安
全

は
自
分
で
守
る
」力
を
養
え
る
こ
と

で
す
。
子
ど
も
の
自
立
心
を
育
成

す
る
た
め
に
は
、こ
の
上
な
い
施
設

で
す
。
家
族
一
緒
に
、
自
然
の
中
で

本
物
の
冒
険
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

【
営
業
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
所
在
地
】

曽
於
市
大
隅
町
岩
川
６
０
４
８
‐

１道
の
駅
「
お
お
す
み
弥
五
郎
伝
説

の
里
」
南
側
に
隣
接

【
利
用
料
金
】

［
小
学
生
～
17
歳
］
２
５
０
０
円

［
18
歳
以
上
］
３
０
０
０
円

問
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

お
お
す
み

☎
０
８
０
‐
８
５
５
５
‐

１
３
２
４

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

●コーンクリームシチュー

コーンの甘味と牛乳の濃厚な味わいがたまらない一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

vol.84

レシピ

【材料】（5人分）
ジャガイモ 中4個、タマネギ 3/2
個、ニンジン 2本、エノキダケ 1
袋、ベーコン 70g、スイートコー
ン 150g、バター 適宜、牛乳 500㏄、
コーンクリームシチューの素 適
宜

【作り方】
① 野 菜 を 好 み の 大 き さ に 切 る 。
② ① と ベ ー コ ン を バ タ ー で 炒 め る 。
③ ② を や わ か ら か く な る ま で 煮 る 。
④ 牛 乳 を 入 れ る 。
⑤ 煮 た つ 前 に コ ー ン ク リ ー ム の 素 を 加 え 、混 ぜ る 。

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
麓

区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会

（
飯
野
）
の
皆
さ
ん
が
つ
く
っ

た「
コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ

ー
」で
す
。

　

コ
ー
ン
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ

ー
は
、コ
ー
ン
の
甘
味
と
牛
乳

の
濃
厚
な
味
わ
い
が
た
ま
ら

な
い
一
品
で
す
。
水
を
使
わ

ず
、
牛
乳
か
ら
煮
込
む
と
、
よ

り
濃
厚
な
味
わ
い
に
な
り
ま

す
。

　

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、煮
込

ん
だ
時
に
出
る
あ
く
を
し
っ

か
り
取
り
除
く
こ
と
で
す
。そ

う
す
る
こ
と
で
苦
味
が
と
れ
、

よ
り
甘
味
が
引
き
立
ち
ま
す
。

　

入
れ
る
具
材
を
変
え
る
こ

と
で
、自
分
好
み
の
コ
ー
ン
ク

リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
庭

で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

麓区ボランティア部会の皆さん

● 日時＝5月23日～ 6月7日 午後7時～午後9時
● 場所＝小林市出の山公園内
● 内容＝穏やかな音楽の中でホタルを鑑賞できます。普

段は立入禁止となっている水路横の歩道を期間中のみ
開放。ホタルの乱舞を間近で観ることができます。

出の山ホタル恋まつり

小林市霧島市

鮎まつり
● 開催日＝6月7日（日）
● 時間＝午前11時～午

後2時
● 場所＝日当山温泉公

園
● 内容＝霧島市の天降

川 は、ア ユ が 遡 上 す
る全国有数の清流で
す。まつりでは、アユ
の塩焼き、アユ飯、ア
ユ の つ か み ど り、カ
ヌー体験試乗などが
行われます。

 鮎まつり実行委員会事務局（霧島市林務水産課）
　☎0995-45-5111（内線2371）

 小林市観光協会
　☎22-8684
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認
知
症
の
人
が
外
出
し
、
行
方
不
明

や
事
故
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
社
会
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
が
外
出
を
す
る
と
、
道

に
迷
っ
た
り
、
事
故
に
あ
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
る
か
ら
と
、
外
出
を
さ
せ
る

こ
と
を
た
め
ら
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
外
に
出
て
、
適
度

な
刺
激
を
受
け
る
こ
と
は
、
症
状
の
悪

化
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

認
知
症
の
人
は
、
記
憶
障
害
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
「
何
も
で
き
な
い
」「
わ
か

　

咳
を
す
る
と
き
に
、
手
で
口
を
お
さ

え
る
と
手
に
菌
が
付
き
ま
す
。こ
れ
が
、

手
か
ら
ド
ア
ノ
ブ
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
部

屋
の
あ
ち
こ
ち
に
付
き
、
そ
こ
を
触
っ

た
人
の
手
か
ら
口
に
運
ば
れ
て
感
染
症

を
起
こ
す
こ
と
を
経
口
感
染
と
い
い
ま

す
。
腸
管
系
の
感
染
症
の
場
合
も
、
排

便
後
、
目
に
見
え
な
い
病
原
体
が
手
に

付
い
て
同
様
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

手
洗
い
と
う
が
い
を
し
っ
か
り
し
て
、

体
内
に
入
る
菌
の
量
を
減
ら
し
、
病
気

に
な
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ら
な
い
」
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
り
の
人
の
声
か
け
や
心
づ
か
い
で
、
認

知
症
の
人
も
可
能
な
限
り
地
域
で
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
や
生
活
の

中
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
見
守
り
が
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
の
支
え
と
な
り
ま

す
。

　

認
知
症
の
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
地
域

で
考
え
る
機
会
の
一
つ
に
、
徘
徊
模
擬
訓

練
が
あ
り
ま
す
。え
び
の
市
で
は
、
平
成

27
年
3
月
15
日
に
、
駅
前
自
治
会
（
飯

野
）
が
ほ
か
の
自
治
会
に
先
駆
け
て
行

い
ま
し
た
。訓
練
に
は
、
自
治
会
員
や
飯

野
高
校
生
な
ど
、
約
1
6
0
人
が
参
加
。

認
知
症
の
人
へ
の
対
応
心
得
な
ど
を
踏

ま
え
、
徘
徊
役
の
人
へ
の
声
か
け
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
認
知
症
学
習
会
や
模
擬

訓
練
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
活
動
を
し
た
い
と
い
う
人
な
ど
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
く
だ

さ
い
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

電
話
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

　
　
　

文
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

手
を
拭
く
時
は
、
乾
燥
し
た
清
潔
な

タ
オ
ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。使
用

後
の
湿
り
気
が
あ
る
タ
オ
ル
は
、
菌
が

増
殖
し
や
す
い
の
で
要
注
意
で
す
。家

庭
内
で
も
、
タ
オ
ル
の
共
用
は
止
め
ま

し
ょ
う
。感
染
が
心
配
な
時
期
は
、ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
に
切
り
替
え
る
と
効
果
的

で
す
。

　

ま
た
、
規
則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
、
十
分
な
休
養
・
睡

眠
、
適
度
な
運
動
、
体
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
な
ど
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
こ
と

も
感
染
症
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　

文
：
市
健
康
保
険
課
中
尾
保
健
師

住み慣れた場所で安心して暮らすために

あんしんねっと いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eA r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

手
洗
い
う
が
い
で
感
染
症
を
予
防

認
知
症
に
な
っ
て
も
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

指
と
指
の
間
や
爪
の
中
は
、
病
原
体

が
た
ま
り
や
す
い
の
で
、
左
右
の
指
を

組
み
合
わ
せ
て
こ
す
る
と
よ
く
落
ち
ま

す
。指
先
や
爪
先
も
反
対
側
の
手
の
平

に
こ
す
り
つ
け
て
洗
い
ま
す
。さ
ら
に
、

手
首
ま
で
広
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

手
を
洗
っ
た
後
は
、
う
が
い
を
し
ま

す
。
ま
ず
、
口
の
中
の
汚
れ
を
と
る
よ

う
に
ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
を
し
ま
す
。次

に
、
顔
を
上
に
向
け
て
の
ど
の
奥
ま
で

し
っ
か
り
と
ガ
ラ
ガ
ラ
う
が
い
を
し
ま

す
（
3
回
以
上
）。

運転者・歩行者ともに注意を

事前準備で安全な登山を

寒さも和らぎ、行楽に最適な季節になりました。
えびの高原の登山道の規制解除などに伴い、登

山等をする人が増えることが予想されます。
　登山を予定している人は、「体調が悪いときなどは
登山を中止する」「登山に適した服装と装備を用意す
る」「携帯電話などの通信手段の確保」「単独での登
山は避ける」などに注意して山歩きを楽しみましょう。
　登山上の注意点などは、宮崎県警察本部ホームペー
ジ（https://www.pref.miyazaki.lg.jp/police/）、 宮 崎
県防災救急航空センターホームページ（http://www.
pref.miyazaki.lg.jp/kiki-shobohoan/kurashi/bosai/
index.html）で確認できます。

宮 崎 県 で は 、今 年 に 入 っ て か ら 、1 5 件 の 交 通
死 亡 事 故 が 発 生 し て い ま す 。そ の う ち 、3

件 が 、え び の 市 内 で 発 生 し て い ま す 。運 転 者 、歩
行 者 は 、以 下 の こ と に 注 意 し 、交 通 事 故 を 防 ぎ
ま し ょ う 。

【 運 転 者 】
　「 て げ て げ 運 転 を し な い 」「 疲 れ を 感 じ た ら 、
こ ま め に 休 憩 す る 」「 横 断 歩 道 に 歩 行 者 が い る
場 合 は 、必 ず 停 止 す る 」な ど

【 歩 行 者 】
　「 夜 間 外 出 す る と き は 、明 る く 目 立 つ 服 装 を
し 、反 射 材 を 必 ず 身 に つ け る 」「 道 路 を 横 断 す る
と き は 、左 右 の 安 全 確 認 を し っ か り す る 」な ど

4月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 5件
救 急 75件 年 計 326件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

4月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 35件
物 件 27件 本年累計 112件

○
買
う
前
に
、
家
族
や
知
人
に
相
談

○
印
か
ん
は
、
契
約
内
容
を
確
か
め
て

○
契
約
書
や
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
る

○
困
っ
た
ら
相
談
窓
口
に
相
談

　

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
を

希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
環
境
課
・
生

活
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。お

近
く
の
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
紹

介
し
ま
す
。

○
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
1
1
1
1
（
内
線
2
8
6
）

○
宮
崎
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
都
城
支

所
☎
0
9
8
6
‐
24
‐
0
9
9
9

文
：
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

くらしのメモ
N o t e  o f  L i v i n g

消
費
生
活
に
関
す
る
身
近
な
相
談
員

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
、
消
費
生
活
に

関
す
る
こ
と
で
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
は
、
そ

ん
な
皆
さ
ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
中
立
な
立
場
か
ら
解
決

に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
直
接
助
言
を

行
っ
た
り
、
関
係
機
関
へ
連
絡
を
行
い

そ
の
連
絡
結
果
を
相
談
者
に
回
答
し
た

り
と
、
皆
さ
ん
の
悩
み
を
解
決
へ
と
導

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
え
び
の
市
内
に
は
、3
人
の「
く

ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
い
ま
す
。

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
で
お
困
り
の

人
は
、
１
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
の
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
小
牟
田
由
美
さ
ん
（
真
幸
地
区
）、

中
堀
ふ
じ
子
さ
ん
（
飯
野
地
区
）、
奥
松

常
子
さ
ん
（
加
久
藤
地
区
）
で
す
。

◎
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
は

○
う
ま
い
話
に
は
近
づ
か
な
い

○
勇
気
を
持
っ
て
断
る

平成 27 年 3 月 15 日に行われた徘徊模擬訓練
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明
け
の
空
真
白
き
線
を
引
き
な
が
ら

雲
の
彼
方
へ
消
え
ゆ
く
飛
行
機

西
上
江
　
山
本
ハ
ヤ
子

　
五
月
の
光
、
風
、
雲
、
緑
に
は
、
清
涼
感
が
あ

り
ま
さ
に
は
つ
夏
の
彩
と
な
る
。作
者
は
真
澄

の
青
空
に
白
い
飛
行
雲
を
引
き
な
が
ら
消
え
て

ゆ
く
の
を
見
て
何
処
へ
と
思
い
を
馳
せ
る
。メ

ル
ヘ
ン
の
世
界
で
あ
る
。詩
歌
と
は
想
像
で
あ

り
、
愛
の
世
界
だ
と
思
う
。詠
の
お
好
な
方
、
言

葉
遊
び
を
一
緒
に
な
さ
い
ま
せ
ん
か
。お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　   （
評
：
竹
下
妙
子
）

短
歌ラ

ン
ド
セ
ル
す
こ
し
み
ち
く
さ
風
五
月

中
島
　
石
坂
伊
左
郎

　
学
校
帰
り
の
子
供
達
。真
新
ら
し
い
ラ
ン
ド

セ
ル
を
背
負
っ
た
子
も
、
五
月
の
風
に
誘
わ
れ

て
あ
ち
こ
ち
と
道
草
し
て
い
る
。
　
　
　（
自

註
）

俳
句詩

命が生まれてきた根はみ
んな一緒。どんな命も、

愛するからこそ美しいと思う
んです。
　98歳まで現役の細密画家と
して活動をし続けた熊田千佳
慕。この本には、そんな彼が
残した未発表の「語録ノート」
に記されているメッセージな
どが収録されています。
　あなたも、小さな愛を感じ
る 心 に 気 づ か さ れ る こ と で
しょう。

私は虫である

熊田 千佳慕／著
（株式会社求龍堂）

皆さ ん は、「生 物 多 様 性 」
という言葉をしってい

ますか。
　地球上には、たくさんの生
き物がくらしています。その
生きものは、食物連鎖などで
複雑につながっています。こ
の本では、生きものに大切な
生物多様性について解説して
います。
　あらためて「いのち」の大切
さについて考えさせてくれる
一冊です。

生物多様性の大研究

小泉 武栄／監修
（株式会社 PHP 研究所）

◎6月のスケジュール

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「風に立つライオン」　 さだまさし 著　幻冬舎
○「名前がわかる野鳥大図鑑」　真木広造 著　長岡書店
○「鹿児島ふるさとの民話3」　下野敏見 著　南方新社
○「定年女子」　岸本裕紀子 著　集英社
○「おにぎらずとおにぎりの本」　星野奈々子 著　枻出版社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（石井高子さん）☎ 33 ｰ 0010まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

◎イベント
土曜シネマ
●開催日＝6月13日（土）
●時間＝午後1時30分～
●場所＝図書館学習室
●参加料＝無料
●内容＝「ベストキッド（吹替
え）」を放映します。
※内容は、変更になる場合があ
ります。

「
毎
日
」

飯
野
麓
区
　
と
も
き
よ 

や
す
こ

一
枚
の
半
紙
を
前
に
し
た
ら

余
白
の
大
切
さ

筆
は
こ
び
の
緩
急
の
つ
け
か
た

墨
の
濃
淡
を
意
識
し
て

画
数
の
多
い
字
は
大
き
く
広
が
り
や
す
い
の
で

気
を
つ
け
て

む
か
し
通
っ
て
い
た

書
道
教
室
で
習
っ
た
こ
と
の
数
々

今
は
も
う

そ
こ
は
な
く
な
っ
た
け
れ
ど

今
頃
に
な
っ
て

や
っ
と
意
味
が
分
か
っ
て
来
た

書
き
方
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た

毎
日
の
過
ご
し
方
に
当
て
は
め
て
み
る
よ
う
に

と
い
う
事
だ
っ
た

月間行事 特別館内整理のため図書館休館（6月16日～ 6月25日）

3 水 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：15

4 木 移動図書館車巡回④ 15：30 ～ 15：55

5 金 移動図書館車巡回⑤ 14：05 ～ 15：15

6 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

8 月 休館日

9 火 ブックスタート（1歳児に絵本配布）

10 水 移動図書館車巡回① 14：05 ～ 15：15

12 金 移動図書館車巡回② 15：30 ～ 16：30

13 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

土曜シネマ 13：30 ～ 15：50

15 月 休館日

26 金 喫茶ふら～っと 9：45 ～ 11：00

野菜・手芸品等の販売 10：00 ～ 11：00

パンの販売（菜の花堂） 10：00 ～ 11：00

27 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

29 月 休館日

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館車巡回：①「飯野駅前地区体育館→飯野出張所」②「自
衛隊官舎→麓橋団地」③「岡元小学校→市立病院→さくら苑」④「老
人福祉センター」⑤「飯野地区コミュニティセンター→警察署官舎」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
の
記

事
を
一
部
抜
粋
、
修
正
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す

三
十
三
番
の
踊
り
を
披
露

　

4
月
28
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
春
の
お
ど
り
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
春
の
お
ど
り
で
は
、
三
十
三
番

の
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
観
客
約
６
０
０
人

は
、
華
や
か
な
舞
台
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
5
月
号
掲
載
）

春
の
え
び
の
高
原
を
満
喫

　

4
月
29
日
、
え
び
の
高
原
で
「
自
然
教
室
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
約
80
人
は
、
池
め
ぐ
り

自
然
探
勝
路
を
散
策
。植
物
観
察
を
し
た
り
、ウ
グ

イ
ス
、
ヤ
イ
ロ
鳥
な
ど
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
り
し

な
が
ら
、
春
の
え
び
の
高
原
を
満
喫
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
5
月
号
掲
載
）

ミ
ス
観
光
え
び
の
が
一
日
郵
便
局
長

　

4
月
20
日
、
え
び
の
郵
便
局
で
、
第
57
回
逓

信
記
念
日
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典
で

は
、ミ
ス
観
光
え
び
の
の
岩
尾
真
美
さ
ん
が
一

日
郵
便
局
長
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。岩
尾
さ
ん

は
、郵
便
局
長
と
し
て
文
書
の
決
裁
や
局
内
の

巡
視
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
2
年
5
月
号
掲
載
）

１
９
９
０

19  Ebino City Public Relations, 2015.4



お お知 知ら らせ せ

21  Ebino City Public Relations, 2015.5 20広報

受診補助をご利用ください
国民健康保険「人間ドック」

　市では、国民健康保険
加入者を対象に、健康診
査（人間ドック）を実施し
ます。受診を希望する人
は、市役所本庁健康保険
課医療保険係の窓口で申
し込みください。

対象者
35 ～ 74歳までの国民健康保険加入者

（ただし、市税および保険税を納期までに全額納付し
ている世帯の人）

申込期間
6月1日（月）～ 12月25日（金）
※定員280人に達し次第、終了
※昨年度は、申込開始から5日程度で定員に到達

受診期間 6月1日（月）～平成28年1月30日（土）

持参物
認め印鑑（世帯主のもの）、国民健康保険被保険者証、
特定健診受診券（40歳以上の人のみ）

自己負担費用

6,528円（受診費用31,528円－市補助額25,000円）
人間ドック受診の際に支払いください。
※平成27年4月1日から平成28年3月31日の間に40歳
になる人は無料（全額補助となります）

検査項目
胸部レントゲン、胃透視または胃カメラ、便潜血、貧
血検査、心電図、特定健診と同じ検査項目

注意事項

・人間ドック、特定健康診査、脳ドックとの重複受診
はできません。

・40歳以上の人は、申し込みの際に、5月末に郵送する
特定健診受診券（黄色）を回収します。

【受診できる医療機関】
えびの市立病院☎33-1023、えびのセントロクリニック☎33-5777、え
びの第一クリニック☎33-0148、若葉クリニック☎33-3838、前田医院
☎35-1151、京町共立病院☎37-1011、いしざわ循環器内科☎33-1438、
渡辺医院☎37-1109

※人間ドック申し込み後、医療機関に必ず事前予約をお願
いします。
申・問市健康保険課医療保険係
☎35-1111（内線273）

畜舎および堆肥の
悪臭防止等に協力を
 畜舎の堆肥による悪臭や管理不足、公道を走行する際

平成28年度分の軽自動車税等に
グリーン化特例を導入

　平成28年度課税時に、三輪および四輪の軽自動車で、
排出ガス性能および燃費性能の優れた環境負荷の小さい
ものについて、グリーン化特例（軽課）が適用されます。

【適用条件】平成27年4月1日から平成28年3月31日までに、
最初の新規検査を受けた三輪および四輪の軽自動車（新車
に限る）で、一定の基準を満たす車両

【適用時期】適用条件を満たす車両を取得した日の属する
年度の翌年度（平成28年度）分の軽自動車税

【対象者および軽課割合】
［軽乗用車］

車種区分 内容
電気自動車等 税率をおおむね75％軽減

ガソリン車
※ハイブリット車含む

H32年度燃費基準
＋20％達成車 税率をおおむね50％軽減

H32年度燃費基準
達成車 税率をおおむね25％軽減

［軽貨物車］
車種区分 内容

電気自動車等 税率をおおむね75％軽減

ガソリン車
※ハイブリット車含む

H27年度燃費基準
＋20％達成車 税率をおおむね50％軽減

H27年度燃費基準
達成車 税率をおおむね25％軽減

※電気自動車等は、電気自動車および天然ガス自動車（平
成21年排ガス規制NOｘ10％以上低減）
※ガソリン車（ハイブリット車含む）は、平成17年排出ガス
基準75％低減達成車に限る
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記
載

【グリーン化特例を適用した場合の税率】
25％軽減 50％軽減 75％軽減

軽自動車

三輪のもの 3,000円 2,000円 1,000円

四輪以上の
もの

乗用
営業用 5,200円 3,500円 1,800円
自家用 8,100円 5,400円 2,700円

貨物用
営業用 2,900円 1,900円 1,000円
自家用 3,800円 2,500円 1,300円

※平成27年4月1日以降に新規新車登録された車で、グリー
ン化特例が適用されない場合は、改正後の税率を適用（納
税通知書の裏面に軽自動車税の税率を記載）
問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

の堆肥の落下、堆肥の野積み等に対して、苦情が多く寄せ
られています。堆肥等の野積み・素掘りは、家畜排せつ物処
理法で禁止されています。
　悪臭等を防ぐため、次のことに注意してください。
・畜舎における家畜糞尿を適切に処理する
・堆肥散布後は、すぐに耕運する
・堆肥を一時的に置く場合は、シートをかぶせる
・公道走行時に堆肥が落ちた場合は、ホウキ等で清掃する
　地域一体となり、住みよいえびの市にしていきましょう。
問市畜産農政課畜産振興室
☎35-1111（内線222・236）

軽自動車の減免申請期限を延長

　平成27年度から、軽自動車税の減免申請期限が納期限
まで（昨年までは、納期限7日前まで）に改正されました。
　平成27年度の減免申請期限は、6月1日（納期限）まで
です。
問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

二輪車、原付等に係る軽自動車税
の税率の引き上げ時期を延期

　平成27年4月1日から予定されていた、二輪車、原付、小
型特殊自動車に係る軽自動車税の税率の引き上げが、平
成28年4月1日からに延期となりました。
　平成28年度からは、改正後の税率が適用されます。

【改正後の税率】
車種区分 現行 改正後

原動機付き自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円

50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

小型特殊自動車
農耕用 1,600円 2,400円

その他 4,700円 5,900円

軽二輪（125㏄超 250 cc以下） 2,400円 3,600円

小型二輪（250㏄超） 4,000円 6,000円

問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

外国人登録証明書から
特別永住者証明書への切り替えを

　平成24年7月9日に外国人登録制度が廃止されたことに
伴い、特別永住者が所持している外国人登録証明書を、特
別永住者証明書に切り替える必要があります。
　外国人登録証明書は、一定の期間、新しくできた特別永
住者証明書とみなされますが、期間を過ぎると特別永住者
証明書としてみなされなくなります。早目の切り替えをお願
いします。

【外国人登録証明書が特別永住者証明書とみなされる期
間】

［平成24年7月9日時点で16歳以上の人］
①お持ちの外国人登録証明書の次回確認（切り替え）申請
期間の始期とされる誕生日が平成27年7月8日までの人は、
平成27年7月8日まで
②お持ちの外国人登録証明書の次回確認（切り替え）申請
期間の始期とされる誕生日が平成27年7月9日以降の人は、
当該誕生日まで

［平成24年7月9日時点で16歳未満の人］
16歳の誕生日まで

【申請場所】市役所本庁市民環境課市民・年金係窓口
問市民環境課市民・年金係
☎35-1111（内線271・272）

平成27年度各種がん検診および
予防接種実施医療機関を追加

　以下の医療機関でも、がん検診および予防接種ができ
るようになりました。　　

【医療機関名】よしむら循環器内科クリニック
【住所】小林市細野1606番地1
【電話番号】27-3339
【予防接種】小中・高校生以上の二種混合、日本脳炎、子宮

頸がん予防及び高齢者肺炎球菌
【がん検診等】大腸がん検診（クーポン含む）、肝炎ウイル

ス検診、前立腺がん検診　
問市健康保険課市民健康係
☎35-1111（内線281・284）
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え び の高 原の立 入 禁 止 が解 除 され 、韓 国 岳 や 甑岳 へ
の 登 山 が 可 能 に なりまし た 。今 年 度 は、昨 年 度 の

分まで 登山を 楽し みたいです。（ 平 松 ）

今 月から広 報 誌 をつくることになりました 。わかりや
す い、読 みやす い 広 報 紙 の 作 成 を心 が けていきま

す。よろしくお願いします。（ 東 ）

人　口 20,085人（378人）

男性／ 9,524人（339人）　女性／ 10,561人（39人）

転入／ 473人　転出／ 82人
出生／ 10人　死亡／ 23人

世帯数 9,152世帯（386世帯）
（平成27年5月1日現在）

E
d
ito

r's

◎ 今月の 表 紙
　 5 月4 日、末 永 地 区 で「 田 の 神 ま
つり」が 行 わ れ ました 。まつりで は、
地 区 民 が 田 の 神 さあと同じ ように
化 粧 をして、地 区 内をパレ ードしま
した 。

協働のまちづくり市民会議の委員を
募集します

　市では、市民と行政との協働のまちづくりを進めるため
の話し合いを行う「えびの市協働のまちづくり市民会議」の
委員を募集します。

【応募資格】市民活動や地域コミュニティについて関心を
持ち、建設的な意見・提案をしてくれる18歳以上のえびの市
民または市内在勤、在学者

【募集人数】7人程度
※応募した人の中から、年齢・性別・意見などを総合的に考
慮して決定します。選考結果は、本人に通知します。
※審査内容に関するご質問にはお答えできません。

【仕事の内容】平成28年3月31日までの期間に、4回程度の
会議に出席して、協働のまちづくりについて話し合いをして
もらいます。

【応募方法】応募用紙に必要事項を記入のうえ、市民協働
課に直接持参または郵便、ファックスで提出してください。
　応募用紙は、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードするか、市民協働課で直接取得す
ることができます。

【応募締切】6月8日（月）
【謝礼】2,950円／回
申・問市民協働課市民協働係
☎35-1111（内線353）

27年度「畑作物の直接支払交付金」
（経営所得安定対策）説明会
　水田・畑に作付けする麦・そば・大豆・なたね（食用油用）
を実需者（業者）と6月30日までに播

は し ゅ

種前契約をし、営農
計画書を農業再生協議会に提出した人は、畑作物の直接
支払交付金の交付対象者となります。概要を確認のうえ、

説明会に参加してください。手続きをしないと交付金の
対象者となりません。

【日時】6月3日（水）午後1時30分～
【場所】JAえびの市本店（2階会議室）
【畑作物の直接支払交付金の概要】

　対象作物の生産数量目標に従って生産を行った認定農
業者等に対して、全国一律単価で交付。出荷・販売数量が
明らかとなった段階で、数量払いの額を確定して交付金
が支払われます。

【交付対象者・要件】
①対象作物の生産数量目標に従って生産を行った認定農業者・
集落営農・認定新規就農者
②集落営農については、代表者を定めた規約と対象作物につい
て共同販売経理を行っていること
③実需者（業者）との間で締結された播種前契約に基づく出荷
契約数量や、販売契約に基づく数量を下回らないこと

【対象農地】
・申請農地が申請者の水田・畑であること
・水田は、実施計画書（水田台帳）に記載されている農地
・畑は、農家台帳に記載されている農地

【数量払　交付単価（全国一律）】
　全算入生産費をベースに算定した標準的な生産費と販
売価格の差額分を単重量当たりの単価で設定。また、品
質加算単価で設定されます。交付額は、検査結果の等級
で異なります。

【平均交付単価】
大豆 11,660 円／ 60kg なたね（食用油）9,640 円／ 60kg
そば 13,030 円／ 45kg 二条大麦 5,130 円／ 50kg
小麦 6,320 円／ 60kg 六条大麦 5,490 円／ 50kg
はだか麦 7,380 円／ 60kg

※そばは、平成27年産から、規格外品が交付対象外とな
ります。
問市畜産農政課農産園芸係

今月の納税

軽自動車税 全期
6月1日（月）までに納めましょう。

軽自動車税・自動車税は
6月1日までに納めましょう

　5月は軽自動車税・自動車
税を納める月です。軽自動
車・自動車を持っている人は、
6月1日(月）までに軽自動車
税・自動車税を納めてくださ
い。
　納付は、金融機関、コン
ビニエンスストア等を利用し
て納めることができます（詳しくは、納税通知書で確認くだ
さい）。納税通知書が届かない場合や相談などがある場合
は、早めに以下まで問い合わせください。
　なお、障がいのある人のために使用する軽自動車・自動
車は、一定の要件に該当する場合、納期限までに申請すれ
ば、軽自動車税・自動車税が減免される場合があります。早
めに相談ください。

［軽自動車税に関する内容］
問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

［自動車税に関する内容］
問小林県税・総務事務所
☎23-3194

えびの市子ども・子育て会議委員を
募集します

　市では、子ども・子育て支援に関する施策の総合的かつ
計画的な推進に向け、子育て支援施策の実施状況等を調
査・審議してもらうため、子育て支援施策に関心のある人を
募集します。

【応募資格】市内に居住する満20歳以上の人で、子育て中
または子育て支援に関心があり、平日昼間に開催する会議

（年2回程度）に出席できる人
【募集人数】1人程度
【任期】平成29年3月まで（2年間）
【応募方法】指定の応募用紙に必要事項を記入のうえ、「え

びの市の子ども・子育て支援」をテーマとする作文（任意様
式A4サイズ400字程度を目安）を添えて、市福祉事務所子
育て支援係へ持参または郵便、ファックス、電子メールで
提出してください。
　応募用紙は、市ホームページ（ http://www.city.ebino.
lg.jp/ ）からダウンロードするか、市福祉事務所子育て支援
係で直接取得することができます。

【謝礼等】1回あたり4,150円
【応募締切】6月19日（金）必着
【選考】書類選考（必要に応じて面接を実施）

※選考の結果は、応募者全員に文書で通知
申・問市福祉事務所子育て支援係
☎35-1111（内線269）
E-mail：fukushi@city.ebino.lg.jp

おわびと訂正

　広報えびの4月号の「高原図鑑」で、キリシマミズキの
説明で、「その名のとおり、霧島山だけに分布する植物で
す」としていましたが、正しくは「霧島山以外に四国に
も分布しています」です。
　また、「マンサク科トザミズキ属」としていましたが、
正しくは、「マンサク科トサミズキ属」です。
　おわびして訂正します。　
問市企画課情報係
☎35-1111（内線451）
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カッコウ

え
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例
年
、
５
月
上
旬
、
霧
島
山
に
カ
ッ

コ
ウ
が
や
っ
て
き
ま
す
。霧
の
向
こ
う

か
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カ
ッ
コ
ウ
、
カ
ッ
コ
ウ
」と
い
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よ
く
と
お
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声
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
な

る
と
初
夏
の
訪
れ
を
実
感
し
ま
す
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カ
ッ
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ウ
は
、
ハ
ト
よ
り
や
や
小
さ

く
、
夏
に
繁
殖
の
た
め
日
本
に
渡
っ
て

く
る
夏
鳥
で
す
。ほ
か
の
種
類
の
鳥
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巣
に
卵
を
産
み
、
育
て
て
も
ら
う「
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く
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ん

」を
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
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と
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さ
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体
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に
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を
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て
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る
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子
も
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て
い
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す
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カ
ッ
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ウ
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く
の
は
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で
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運
が
良
け
れ
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梢
に
と
ま
っ
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鳴
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い
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姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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カ
ッ
コ
ウ
の
仲
間
に
は
、
ホ
ト
ト
ギ

ス
や
ツ
ツ
ド
リ
が
い
ま
す
。え
び
の
高

原
で
は
、
こ
れ
ら
の
鳥
の
鳴
き
声
も
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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写真：カッコウ（撮影：平成26年5月4日、提供：霧島ジオパーク推進連絡協議会）

カッコウは、初夏に繁殖のため霧島連山に渡ってくる
夏鳥です。

カッコウ
Cuculus canorus

カッコウ科カッコウ属


